
福祉文教委員会 視察報告書   令和 6 年 11 月 6 日（水）～11 月 7 日（木）  神奈川県   

 

福祉文教常任委員 上田 学 

 

 

1 神奈川県大和市 大和市立引地台中学校分教室 

  「学びの多様化学校（不登校特例校）について」 

 

  柔軟なカリキュラムが「学校」に拒絶反応を起こしている生徒にはとても有効的だと思った。 

 「料理」は生徒の生きる力を引き出すことにもなる。 

 学びの多様化には一つの解決方法でなく包括的にいろんな施策を試していかないとできない。 

 

 

2 神奈川県川崎市 川崎ラクシル（官民共同運営）施設見学 

「運営面の仕組み、評価課題などについて」 

 

官民連携でしかできないことを実行している。 

高齢者と園児の連携もとても親和性があると思う。 

 

 

 

 

 

3 神奈川県川崎市 川崎市子ども夢パーク 

「子供の権利条例との関係、行政のかかわり」 

 

 条例を形として実現していることがすごい 

 また条例を作るに当たって徹底的に話し合って納得してもらうまで開催していた 

 すべて出席扱いになっている 

 子供から自発的に進学したい気持ちが芽生える。 

 「安心して失敗できる」というのが心に響いた。 
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